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アジアにおける地場通貨建て資金調達 
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1997 年 12 月アジア通貨危機が深まり拡大する中で、筆者は、当時大蔵省に設置され

た外国為替等審議会「アジア金融・資本市場専門部会」において、同部会の委員として

「アジアで民間外国銀行が長期の設備資金需要に応えるため、地場通貨建て長期調達市

場として債券市場の整備が望ましい」という趣旨の意見陳述を行った。背景には、台北

で邦銀支店長として、アジア開発銀行初の台湾ドル債券発行代金を通貨スワップにより

ドル資金に換えて同行に提供し、一方、台湾ドルは自行顧客の長期固定金利建て調達に

充当する無理筋の仕組みファイナンス構築の経験があった。 

 

私の「長期資金市場があれば簡単」という素朴な意見具申は、識者により理論化され、

アジア通貨危機の原因の一つダブルミスマッチ解消のための ABMI（アジア債券市場育

成イニシアティブ）に発展してゆくこととなった。 

  

15 年経過した今、筆者は商工会議所日印経済委員会の立場で、長期資金市場が未発

達のインドにおけるインフラ事業向けルピー資金調達に、邦銀の持ち込むドル或いは円

資金をルピー建て固定金利資金に通貨スワップするため、インド準備銀行（中銀）がそ

のカウンターパーティとなるよう、同総裁、同首相官邸等のインド側有力者に、民間の

立場から重ねて説いている。成否は未だ定かでないが、5 月の経済産業大臣訪印時の官

民政策対話の際には、再度の意見具申に、インド側開発公社総裁より中銀との協議でイ

ンフラに限定した通貨スワップ実現に向け話が進んだとの回答を得た。  

  

現地通貨での長期調達市場を育成できれば、このような仕組みは不要だが、時間的余

裕もなく、日印の経済連携を早期に進めるためには、かようなバイパスも又肯定される

べきと筆者は考えている。 
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